
DataCloset-Plus 操作マニュアル － 設定編 

 

 

 

DataCloset-Plus は、以下の手順で設定します。 

① ユーザグループの登録 

② ユーザの登録 

③ DBの登録 

DBの名前や接続情報などを定義します。 

④ テーブルの登録 

物理テーブルの情報を定義します。 

⑤ データ辞書の登録 

データ辞書とは、メインのテーブルに対して、関連するマスタへの結合方法、マスタから取得する項目などを

指定した定義体です。データ辞書を事前に定義することにより、エンドユーザは、マスタへの結合を意識する

ことなく、マスタの項目を自由に扱うことができます。 

⑥ パターンの登録 

パターンとは、抽出対象の項目、条件、印刷レイアウトなどのオプションを保存したもので、メニューツリーに

保存され、何度でも呼び出して実行することができます。 

 

※本マニュアルでは、①～⑤のステップを説明します。⑥のパターンの登録に関しては、「操作マニュアル－パターン

管理編」を参照ください。また、実行画面からパターンの実行のみを行う場合は、「操作マニュアル－実行編」を参照く

ださい。 

本マニュアルには、しおり（目次）が用意されています。 

自動で表示されない場合は、PDF画面のしおりボタンを押してください。 



 

1 ユーザ情報の登録 

1.1 ユーザグループを登録する 

ユーザグループとは、同じ権限をもつユーザのグループのことです。ユーザグループを使って設定する権限には、以

下の３つがあります。 

・バッチ実行権限・・・外部インターフェースを使ったバッチ実行ができます。 

・パターン実行権限・・・実行画面からパターンの実行ができます。実行画面では、抽出条件の指定ができます。 

・パターン変更権限・・・管理画面からの実行ができます。管理画面では、項目の選択や、抽出条件の指定の他に、い

ろいろなオプションの指定／保存も可能です。 

実行権限は、パターン毎に、それぞれのユーザグループに対して指定することができます。 

 

【パターン管理画面での権限設定の例】 

 

② 該当の処理を選択します。 

① 「ユーザグループ管理」を選択します。 



 

1.2 ユーザを登録する 

 

 

ユーザ ID ユーザ IDを指定します。 

ユーザ名 ユーザ名を指定します。 

備考  

文字変換方法 文字変換方法を選択します。 

パスワード パスワードを指定します。 

出力先フォルダ パターンの出力先指定などで使用する、「%USERDIR%」の実際の場所を定義します。指定され

たフォルダが存在しない場合は、抽出時に自動で作成されます。 

※dbMAGIC/uniPaaSの論理名も使用できます。 

例) %DCWORK%\SUPER 

権限グループ ユーザグループを登録します。 

ユーザ登録を許可する ユーザを許可します。 

DB、テーブル、データ辞書登録

を許可する 

DB、テーブル、データ辞書の登録を許可します。 

パターン登録を許可する パターンの登録を許可します。 

項目参照権限（公開レベル） 項目を参照する際の権限レベルを指定します。 

※抽出処理を実行するユーザの項目参照権限が、テーブルの項目に指定された公開レベル

よりも低い場合、その項目はマスク「****」されて出力されます。 

 

② 該当の処理を選択します。 

① 「ユーザ管理」を選択します。 



 

2 データベースの定義 

データベースへの接続情報を定義します。 

 

2.1 データベースを登録する 

【基本情報】 

ID データベースの IDを指定します。 

名称 データベースの名称を指定します。 

DBMS データベースのタイプを選択します。 

（接続情報）  

データベース名 Pervasive と SQL Serverの場合に、データソース名を指定します。 

ユーザ名 Oracleの場合に、ユーザ名を指定します。 

パスワード Oracleの場合に、パスワードを指定します。 

接続文字列 Oracleの場合に、接続文字列を指定します。 

 

【分類】 

分類は、テーブル定義やデータ辞書を分類するのに使用します。システム設定画面のメニューツリーのサブフォルダ

として表示されます。 

分類 CD １～９まで固定です。 

分類名称 分類１～９のうち、使用する分だけ、名称を指定します。 

 

【データソース】 

同じデータベースで、スキーマが異なる場合や DB-LINK を利用する場合に、データソースを定義します。 

データソースは、dbMAGIC/uniPaaSのテーブルリポジトリの「データベース」に対応していて、データソース別に分

類の初期値を指定することもできます。 

データソース名 データソース名を指定します。 

説明 データソースの説明です。 

スキーマ名 スキーマ名を指定します。 

DB-LINK名 DB-LINK名を指定します。 

分類初期値 分類の初期値を指定します。dbMAGIC/uniPaaSのテーブルリポジトリの「データベース」に対

応していて、定義取込みの際に、該当するテーブルの分類が自動でセットされます。 

 

② 該当の処理を選択します。 

① 「DB管理」を選択します。 



 

3 テーブル情報の定義 

 

 

3.1 テーブル情報をインポートする 

dbMAGIC/uniPaaSのテーブルリポジトリの情報を取り込むことができます。 

① リポジトリ入出力機能を使って、テーブルリポジトリを出力します。 

※dbMAGICがV9以前の場合は、対象システムのプルダウンの「設定」－「動作環境」の「ドキュメントテンプレー

トファイル」に、「¥DataCloset¥env¥doc_dc.jpn」を指定し、プルダウンの「設定」－「プリンタ」の最初のプリンタ

（通常は、Printer1）の行数を９９９９に変更してください。また、出力の際の「操作」オプションには、「D=仕様書

出力」を指定してください。（詳細は「補足１ テーブル定義の出力」を参照ください。） 

② ①で出力されたファイルを読み込みます。 

 

① 「追加(F4)」ボタンを押します。 

② 作成方法を選択し、ファイル名を指定して、

OKボタンを押します。 

② 該当の処理を選択します。 

① 該当データベースの「テーブル情報」と必要

に応じて分類を選択します。 



 

 

選択 対象のテーブルを選択します。 

分類 分類を指定します。 

※データソースの分類初期値が設定されている場合は、その値がセットされます。データソー

スの登録がない場合は、「１」がセットされます。 

名称 テーブルの名称を指定します。 

DBテーブル名 物理テーブル名を表示します。 

データソース データソース名を表示します。dbMAGIC/uniPaaSのテーブルリポジトリの「データベース」が設

定されます。 

 

3.2 テーブル情報を編集する 

システム設定メニューでテーブルを選択し、プロパティ－を表示すると、次のテーブル登録画面が表示されます。 

 

≪基本情報(F1)≫ 

分類 分類を選択します。 

テーブル名称 テーブルの名称を指定します。 

テーブル名 テーブルの物理名を指定します。 

データソース データソースを指定します。省略可能です。 

 

≪プロパティ(F5)≫ 

【基本情報】 

項目名称 項目の名称を指定します。 

カラム名 項目の物理名（カラム名）を指定します。 

 

③ 対象のテーブルを選択し、必要に応じて分

類や名称を変更後、OKボタンを押します。 

本画面では、項目名称の変更ができます。 

① 該当の処理を選択します。 



【編集】 

データ型 データの型を選択します。 

※データとしては文字か数値でも、その内容が日付を表す場合に D1、D2 を使います。D３は

Oracle、SQL Serverなどで使う、日付と時刻が一つの項目に保存されているデータ型を指し

ます。 

※データとしては文字か数値でも、その内容が時刻を表す場合に T1、T2 を使います。 

日時の格納データ形式 データ型が日付か時刻の場合に、その格納形式を指定します。 

書式 日付、時刻、数値の書式を指定します。書式の指定方法は、dbMAGIC/uniPaaSの書式に準

拠します。 

【固定値】 

条件を固定したい場合に指定します。固定条件が指定された場合、このテーブルを使用する時は常に指定された条

件が適用されます。 

指定方法 固定値の指定方法を選択します。 

固定値 固定値の指定方法が「4:指定文字列／数値」の場合に、その値を指定します。 

【公開レベル】 

公開レベル 項目の公開レベルを指定します。 

※ユーザの項目参照権限がこの公開レベルよりも低い場合、データはマスク「****」されて出

力されます。ユーザの項目参照権限の指定に関しては、「1.2 ユーザを登録する」を参照くだ

さい。 

 

3.3 別名テーブルを利用する 

テーブル情報を複写して、異なる名称で使用することができます。このテーブルを別名テーブルと呼びます。 

（別名テーブルの利用例） 

例えば、伝票区分を使って、「伝票ファイル」に売上データ（伝票区分＝１）と仕入データ（伝票区分＝２）を混在させた

とします。この「伝票ファイル」から売上データを抽出する度に、伝票区分の条件を指定するのは面倒です。 

このような場合には、「伝票ファイル」のテーブル情報を複写して、「売上ファイル」を作成し、伝票区分には固定値とし

て‘１’を指定します。こうすることによって、「売上ファイル」からデータを抽出するときは、伝票ファイルの伝票区分＝

‘１’のものが常に抽出対象になります。同じ要領で「仕入ファイル」を作成すると、エンドユーザは、あたかも別々のフ

ァイルのように扱うことができます。 



 

4 データ辞書の定義 

 

 

4.1 データ辞書を作成する 

 

① 「追加(F4)」ボタンを押します。 

② メインのテーブル（主テーブル）を選択し、

「作成」ボタンを押します。 

② 該当の処理を選択します。 

① 該当データベースの「データ辞書」と必要に

応じて分類を選択します。 



 

4.2 参照テーブルを登録する 

データ辞書を作成する場合には、まず参照テーブルの登録をします。（参照テーブルの追加登録はいつでも可能で

す。） 

 

参照テーブルの登録が終わったら、参照テーブルから取得する項目をデータ辞書に登録します。 

 

① データ辞書登録画面で、「参照テーブル

(F5)」ボタンを押します。 

② 「追加(F4)」を押して表示される一覧から結

合するテーブルを選択します。※外部結合

が指定されている場合は、結合に失敗した

場合でも主テーブルのデータが表示されま

す。 

③ 結合条件を指定します。 

※結合条件に指定する項目は、主テーブ

ルの項目だけではなく、既に登録されてい

る参照項目も指定することができます。ま

た、固定値の指定も可能です。 

⑤ データ辞書登録画面に戻り、項目を追加し

たい位置にカーソルを移動して、「追加(F4)」

ボタンを押します。 



 

 

 

4.3 計算式を使用する 

データ辞書の項目に、計算式（関数式）を指定することができます。 

 

 

① データ辞書登録画面で、項目を追加したい

場所にカーソルを移動し、「追加(F4)」ボタン

を押します。 

② 「計算式を指定」ボタンを押します。 

⑥ 追加する項目を選択して、「選択」ボタンを

押します。 

※参照テーブルに登録されているテーブル

の全ての項目が選択可能です。 



 

 

【計算式の使用例】 

・項目１の消費税額を求める 

 %1*5/100 

・項目 1 と項目 2の差を求める 

 %1-%2 

・日時型項目間で経過時間（分）を求める 

※日時型項目間で減算を行った場合、結果は日単位になりますので、分を求めるために 60x24=1440 を

掛けます。 

 (%1-%2)*1440 

（関数を利用する） 

・項目 1が'M'の場合は'男'、それ以外は'女'と出力する 

 DECODE(%1,'M','男','女') 

・項目 1が'M'の場合は'男'、'F'の場合は'女'、それ以外は'不明'と出力する 

DECODE(%1,'M','男','F','女','不明') 

・項目 1 と項目 2 を比較し、値が同じ場合は'0'、異なる場合は'1'を出力する 

④ 「計算式(F6)」ボタンを押して、計算式の指定

画面を表示します。 

⑤ 計算式で使用する項目を選択します。 

※「追加(F4)」ボタンを押すと項目の一覧選

択画面が表示されます。 

※計算式に直接項目名を指定する場合

は、ここで選択する必要はありません。 

③ <計算式>という名称の新しい行が追加されま

すので、名称を上書きで指定します。 

⑥ 計算式を指定します。 

※「%1」は上の表の項目№１の項目、「%2」は

項目№2の項目を意味しています。計算式

の書式は、該当 DBMSの SQLの演算子の

指定方法に準拠します。 

⑦ 結果の型と書式を指定します。 



DECODE(%1,%2,0,1) 

・項目 1 と項目 2の先頭 3桁を比較し、値が同じ場合は'0'、異なる場合は'1'を出力する 

DECODE(%1,SUBSTR(%2,1,3),0,1) 

・項目 1がブランクの場合は項目 2、項目 1がブランクでない場合は項目 1 と項目 3 を比較し、値が同じ場合は'0'、

異なる場合は'1'を出力する 

 DECODE(DECODE(%1,'',%2,%1),%3,0,1) 

・項目 1が NULLの場合は項目 2、項目 1が NULLでない場合は項目 1 と項目 3 を比較し、値が同じ場合は'0'、異

なる場合は'1'を出力する 

 DECODE(DECODE(NVL(%1,1),1,%2,%1),%3,0,1) 

 * %1が文字型の項目の場合 

 DECODE(DECODE(NVL(%1,'NULL'),'NULL',%2,%1),%3,0,1) 

 

この他にも、TO_VAL、TO_CHAR、MONTHS_BETWEENなど、色々な関数が使用できますので、用途に応じて試して

ください。 

（その他） 

・集計処理でレコードの件数をカウントする 

計算式に 1(数字)を指定し、集計方法を合計にする。 

 

（計算式の条件指定） 

※計算式に抽出条件を指定することも可能です。但し、この場合、計算結果は数値でなければなりません。 

 



 

補足 1 テーブル定義の出力 

<ｄｂMAGIC V9以前のバージョンの場合> 

① 対象のアプリケーションを開発版で起動します。 

② 「設定」メニューの「動作環境」を選択する。 

 

③ 「設定」メニューの「プリンタ」を選択する。 

 

④ リポジトリ入出力を実行する。 

 

１行目のプリンタの行数を 9999に変更する。 

「D=仕様書出力」を選択する。 

「外部参照」タブを選択する。 

「\DataCloset\env\doc_dc.jpn」を指定する。 



<uniPaaSの場合> 

① 対象のアプリケーションを開発版で起動する。 

② リポジトリ入出力を実行する。 

 

 

 

モデルは出力しない。 
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